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要 旨

遠方で発生した原始データを通信回線を用いて一個所iこ収集し,記録する汎用のデータ収集システムの検討

を行ない,データ入力装置,集信装置,中央記録装置および時刻符号発生器より構成されるHITAC9030デー

タ収集システムを完成した｡本システムの開発にあたり,

を匿いた｡本システムを生産工場で実際に使用した結果,

が確認できた｡

1.緒 言

遠方で発生した原始データを迅速に処理することの必要性は近年

ますます強くなってきた｡このため,データ通信が盛んに実用され

るようになったが,データ収集業務についてみると,データ収集にお

いては,情報の流れが一方向であり,従来の端末装置を用いるとむ

だな部分が多く,また操作性についても決して満足できるものとは

言えなか一った｡そこで筆者らは,データ収集業務に合致した端末装

置およびシステムの開発を行ない,このシステムをHITAC9030デ

ータ収集システムと称しHITAC9000シリーズの一環として組み

込むこととした｡以下に本システムについて報告する｡

2.データ収集システムに要求される機能

HITAC9030データ収集システムの開発にあたり,データ収集シ

ステムに要求される各種条件を整理した｡

2.1棟能の簡略化経済化

(1)端末でのアウトプット棟能の削除

データ収集システムほ,データの流れが端末から中央への一方

向であり,中央から端末への情報の流れはないので,端末での出

力枚構は省略する｡しかし,これにより端末は送信データのモニ

タをとれなくなるので,システム運■用上これをカバーできるよう

にする｡

(2)集信装置の採用

前述のように,データの流れが一方向であるので,端末起動に

ょる回線交換方式の集信装置を採用できるので,回線および中央

記録装置の数を節約でき,システム全体としての経済化が可能で

ある｡また,集信装置の出線(中継線)を複数個設けることが容易

であり,ポーリング方式に比べ,トラヒック耐力が強い｡

(3)伝送路に電話回線を使用

適用業務の大多数が生産工場における工程管理と予想されるの

で,伝送路として構内電話回線の使用を考え,変復調器を各装置

内に組み込む｡

(4)位相変調方式の採用

データの流れが一方向であり,集信装置を用いることにより端

末の台数が中央の受信回路より圧倒的に多くなる｡そこで端末の

送信回路の変調器を簡略化するため位相変調方式を採用した｡

(5)チェック機能の中央集中化

チェック棟能はできるだけ中央側に移し端末を簡略化する｡

2.2 操作性の向上

端末装匡には専任のオペレータを置かずに,一般の作業者でも操

作できるように,操作性の向上を図ることにした｡

日立製作所戸塚工場

特に生産工場における各種管理業務での使用に重点

二,三の点を除いてほぼ所定の目的に合致すること

(1)入力データの種類と媒休

入力データを固定データ,半固定データおよび可変データの3

種に分撰し,固定データとしては80欄カード,半固定データとし

ては10けたのトークンカード,可変データとしては10けたの押

ボタンを用いることにした｡

(2)データフォーマットの選定

データフォーマットは,通常トランザクションにより,一義的

iこ定まるので,トラソザクショソと対応させ,設置時にワイヤリ

ングにより任意に設定できるものとした｡

(3)自動再送機能

誤りが発生した場合に,オペレータの介入をできるだけ少なく

するために,伝送上の誤りは自動再送により処理される｡

2.3 設置条件の緩和

データ収集システムの端末は生産工場の現場に設置されることが

多いので,周囲条件については十分考慮する必要がある｡

(1)温 度 条 件

0～40℃の範囲で使用できること｡

(2)湿 度 条 件

日本における最内での湿度を調査した結見90%の湿度条件を

満足すればほとんどの所で使用できることがわかったので,最高

湿度は90クgとした｡

80欄カードほ特に湿度の影響を受けやすいので,カードリーダ

は送り機構を必要としない静止形のカードリーダとする｡

(3)塵挨(じんあい)

各種製造工場における塵挨を調査し,落下塵挨測定法により定

量的に評価した結果,そのはとんどが20%/週,以下の範囲にはい

るので,これを塵狭量の許容値とし,この値に対し問題のある部

分に対しては防塵処置を行なった｡

3.構成および各装置の機能

3.1システム構成

図lに本システムの構成を示す｡32台のデータ入力装置,1台の

集信装置,4台の中央記録装置,1台の時刻符号発生器を本システ

ムの最大構成とするが,データ入力装置および中央記録装置の数は,

データ量および端末での許容待合せ時間により決定される｡また適

用の規模が上記最大構成を越える場合は,必要に応じて図1の構成

で増設される｡

時刻符号発生器は運用上の必要に応じ接続される｡

図1はオフラインの場合であり,オソライソの場合は,集信装置

からの中継線をHITAC9030バッファ,CCM経由でコンピュータ

に接続する｡
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3.2 各装置の機能

3.2.1データ入力装置

データ入力装置はデータの発生源の近くに設置され,データの

読み取りおよび送信を行なう端末装置であり,下記の読み取り較

構を有する｡

(1)カードリーダユニット:80欄カードにセソ孔された英

数字データの読み取りを行なう｡

(2)トークンリーダユニット: プラスチック製のカードに

セソ孔された10けたの数字データの読み取りを行なう｡

(3)バリアブルデータセット:押ボタンによりセットされ

る10けたの数字データの読み取りを行なう｡

データ入力装置は,上記種類の読み取り機構で読み取った入力

データを7単位BCO符号に符号化し,変調し,集信装置経由で

中央記録装置に送信する｡送信に際し,データ入力装置は,3け

たの端末番号および若干の制御符号を入力データに付加して送后

する｡トランザクショソは12種類用意されており,データ入力装

置のトラソザクショソ選択スイッチで設定される｡

データフォーマットは,表1に示すように,7種類準備されて

おり,トラソザクショソ選択スイッチで指定される｡トランザク

ショソとデータフォーマットとの関係は,ワイヤリングにより任

意に設定できる｡12種叛のトランザクショソには,それぞれ,
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図2 データ入力装置

0～9,一,&の符号が割り当てられており,トランザクショソ0は

自動送信が可能であり,これをトークンだけの送信フォーマット

に使用することにより,出退勤管理に利用できる｡

カードリーダは,80本の金属険を80欄カードの各カラムに対

応させ,12本の導電性を有するゴムを各ロウに対応させ,金属膜

と導電ゴムとの間に80欄カードをはさみ込み,圧若し,静止状態

でマトリックス読み取りを行なうものとしてある｡これにより,

カードリーダに送り枚構が不要となり高湿度下でのカード読み取

りが可能となった｡また自動再送も経済性を損なわずに可能とな

った｡

トークンリーダユニットには,10×10のセンシソグピンを用

い,一度8こ10けたの数字の読み取りを行なう静止形のリーダを採

用している｡カードリーダおよびトークンリーダは,いずれも,

カード,トークンのセット方向をチェックしており,もし誤った

操作を行なった場合リジェクトされる｡

ノミリアブルデータセットには,10連の押ボタンスイッチを10個

用い,データの送信終了後,自動的にクリヤできる構造としたが,

各けたごとに保持ボタンを設け,これにより,各けたのクリヤを

コントロールする｡

入力データは,字直列に読み取られ,符号化され,ビット直列

で送信されるが,この間に下記のチェックおよび監視が行なわれ

る｡

(1)ブランクチェック:フォーマット上ブランクのあり得

ないデータフィールド内にブランクのないことの確認であり,

トークンデータとバリアブルデータについてほ必ずチェックす

る｡

(2)バリディティチェック:本システムで定義されていな

い符号の混在していないことのチェックである｡

(3)時間監視:送信時間の監視である｡

3.2.2 集 伝 装 置

集信装置は,回線と中央記録装置を節約し,システムの経済性

をあげるために設けられたものであり,端末回線32回線,中央記

録装置への中継回線4回線まで収容できる｡

集信装置は,データ入力装置からの起動信号によりあき中継線

の選択を行ない,データ入力装置と中央記録装置との接続を行な

う｡また,中継線の監視を行ない,線路断の場合は該当中継線を

選択しない｡

集信装置は,中央記録装置の負荷を均等化するため,中継線選

択に際し優先順位の制御を行なう｡また,データ入力装置に対し

てもサービス平等化を図るため,32の端末回線を16群に分割し,
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図3 集信装置

優先順位の切換えを16とおりまで実施できるようにしてある｡

また,トラヒックデータを得るため,呼数および一定時間以上待

ち合わせを生じた回数の記録を行なう｡

3.2.3 中央記録装置

中央記録装置は集信装置経由でデータ入力装置から送られてき

たデータを受信し,復調し,8単位紙テープにセソ孔記録する｡

受信データほ,必要に応じ次の条件内で符号変換を行なうこと

ができる｡

(1) ビット相互間の入れ換え

(2)各ビットにおける0,1の反転

(3)24,25の2ビットの任意の符号変換

上記3とおりの組合せにより,BCD系列符号の大多数をカ/ミー

する｡中央記録装置は,受信データの末尾に受信時刻をそう入し,

セソ孔記録することが可能である｡

中央記録装置ほ,受信データに対し,下記のチェックを行なう｡

(1)パリティチェック:垂直パリティチェック

(2)同期チェック:調歩ビットの監視による同期くずれの

チェック

(3)始終チェック:電文始め,電文終わり符号の交互性の

チェック

(4)瞬断チェック:搬送波の連続性のチェック

(5)セソ孔チェック: セソ孔機のパンチピソの動作確認

中央記録装置は,障害の場合,自動的に自己閉塞し,集信装置

に対し閉塞信号を送り,集信装置が障害になった中央記録装置を

選択しないようにする｡

3.2.4 時刻符号発生器

時刻符号発生器は,中央記録装置からの時刻の問い合わせに対

し,曜日1けた,時間2けた,分2けたの合計5けたの時刻デー

タを7単位符号で送出する電気時計である｡時刻の歩進は1分ご

とに行なわれ,歩進は親時計からの外部パルスまたは内蔵するタ

イミソグパルス発生器により行なわれる｡

4.誤 り 制 御

本システムは,データの信較度向上のため,前述の各種チェック

をデータ入力装置および中央記録装置で行なっており,伝送上の誤

りに対しては自動再送により処理し,オペレータの介入をできるだ

をナ少なくしている｡

凌ご

図4 中央記録装置

4.1自動再送により処畢聖される誤り

中央記録装置で検出される誤りはすべて自動再送により処理され

る｡すなわち,中央記録装置は誤りを検出すると直ちにセソ孔動作

を停止し,データ入力装置からの送信の終了を待って誤り訂正符号

を紙テープにセソ孔し,データ入力装置に対し再送を指示する｡こ

れによりデータ入力装置は一定時間後,自動的に再送信を行ない,

中央記録装置はこれをセソ孔記録する｡再送を3回くり返してもデ

ータが正常に受信記録されないときは,データ入力装置は障害表示

を行ない,回線は復旧する｡

4.2 オペレークの介入を必要とする誤り

データ入力装置で検出される誤りおよび自動再送を3回くり返し

ても正常に記録できなかった場合には,データ入力装置は,入力デ

ータをロックしたまま障害表示し,オペレータは入力データの確認

を行ない入力データに異常がなければ再度送信する｡

5.構造および実装

5.1データ入力装置

データ入力装置には,特に専任のオペレータを設けず,データの

発生するつど,送信することを想定し,立ったまま操作しやすい形

状とした｡また生産工場に設置されることを考慮し,防塵構造とし

た｡

5.2 集 信 装 置

集信装置は,横幅630mm,奥行630mm,高さ1,580mmの自立

形防塵構造のきょう体に収容され,接点部分ほさらに防塵ケースに

収納されている｡

5.3 中央記録装置

中央記録装置は,集信装置と同一のきょう体に収容されているが,

統テープセソ孔棟およぴハソドラ部分は有枚ガラス窓付ドアとして

ある｡

5.4 時刻符号発生器

時刻符号発生器は,横幅450mm,奥行320mm,高さ250mm

の卓上形の構造であるが,通常は中央記録装置内に実装される｡

d.実稼働データより判明した問題点と改良

前述の仕様で製造された,HITAC9030データ収集システムを実

際に使用した結果,ほぼ所定の磯能を発揮していることが確認され

たが,下記の問題点が判明した｡
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d･1システム･デザインの上の問題点

専任のオペレータを設けず,一般の作業者が作業の合い間に操作

を行なう場合,受信データの内容に誤りが発見されたとき,オペレ

ータに対する問い合わせができない場合が多い｡特に,オフライン,

データ収集システムの場合,オペレータは本来の作業をしているた

め,誤りの発見が遅れるとともに誤りの内容に対する問い合わせが

非常にむずかしい｡このためデータ収集システムのシステム･デザ

インにあたっては,このことを十分考慮する必要がある｡データの

冗長度を大きくしておくことが効果的である｡

る.2 横能上の問題点

(1) カードの水ぬれ
ヽヽ

製造工場においてほ,水を使用することが多く,カードが水に

ぬれて絶縁が低下し,セン孔されていない部分をセソ孔されてい

るように読み取る誤りが発生した｡このため,読み取り回路に改

良を加え,カードが水にぬれて,絶縁が低下した場合,これを検

出し,リジェクトする機能を追加した｡

(2)カードリーダに付着した異物による読み取り誤り

カードに付着してきた塵挨,油性の汚れ,異物などがカードリ

ーダに付着蓄積し,読み取り誤りが発生した｡この誤りはほとん

どがセン孔されている部分をセソ孔されていないように読み取る

ものである｡このため次の対策を行なった｡

(a)集塵カードの採用

帥欄カードとほぼ形状寸法の同じ集塵カードを開発した｡こ

の集塵カードをカードリーダにそう入することにより,カード

リーダ中の塵挨は集塵カードのほうに付着し,カードリーダほ

清掃される｡この操作は非常に簡単である｡

(b)カードデータに対するブランクチェック

カードデータに対しても必要に応じ ブランクチェック機能

を付加できるようにした｡

7.結 口

汎用のデータ収集システムとして開発されたHITAC9030シス

テムは,実稼働により,二,三の問題点が判明したが,それぞれ改

良対策を行ない所定の枚能を発揮させることができた｡このシステ

ムは,工程管理,在庫管理などの各種管理業務に適しており,すで

に全国各地で,20システム以上が,オフラインまたほオンラインで

稼働している｡

データ収集システムの最も重要な要素であるデータの信顕度と操

作性の向上について,今後さらに検討を続けていきたい｡

最後に,本システムの開発にあたり,ご指導いただいた関係各位

に厚くお礼申しあげる｡
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